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このたびはが社没品をお貢い上げいただきまして或にありがとう 
ございます。ごほ巧苗に、この取扱お巧叢を最後までおなみのうえ、 
正しい巧い方でホみ<ごを巧ください。お読みになったをは、太切 
に巧爸してください。 
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1 .安全上のご注意 


A 警告 
A ミ主意 


人が巧こまたは重傷を負う可能性が想定 
される巧容。 

入が傷害を負う可能性及び物的損害のみ 
の発生が想定される内容。 


絵表示の桃 



〇記号は、「祭止」（しないでください） 
を示します。 

•記号は、「強制 J (必ずしてください) 
を示しまず。 


f 

A 警 

化 

、 


修理巧術皂 w 外は、おがに分解したり、 
修理-改造をおこなわないでください。 
■発 化したり、绍常動巧してけがをすることが 
あります。 


温度コント ローラーを 水につけたり、 

水をかけたりしないでください。 

•感ち*シヨートの恐れがあります。 

lo 

を巧 15 AW 上のコンセントを単独で使巧 
してください。 

参化の链異と併靖すると、かなコンセント 巧 巧 
が 巧巧 発熱して 発 化することがあります。 

G 

子供だけで使巧させたり、幼旧の手の届 
くところで使巧しないでください。 

参感電-やけど-けがをするあれがありまず。 

J 


[ A 注意 1 

% 

是込プラグを抜くときは、電漏コードを 
持たずに必ず先端の達这プラブをもって 
コンセントから引き抜いてください。 

•感まやシヨートして発火することがあります。 

0 

不安定な場所や熱に弱い敷物の上では使 
巧しないでください。 

•义がや巧杨の摄巧の巧因になります。 

Q 

耍源コードや差么プラグが傷んでいたり、 
コンセントの差込みがゆるいときは使用 
しないでください。 

•感電•シヨート■発火のお西になります。 

處 

使用時外は、差込プラグをコンセント 
から抜いてください。 

參けがややけど、お沒制ヒによる感電、巧>化ぷ 
の原窗になります。 

(E) 

使巧中や使用直をは高温部に手を触れな 
いでください。 

■高盈ですのでやけどの原@となります。 

特に乳幼おにはさわらせないでください。 

Q 

電源コードを傷つけたり、破損させたり、 
加工したり、無理にかげたり、引っ張っ 
たり、たばねたり、重いものをのせたり、 
はさ み込んだりし ないでください。 

•電源コードが破拐し、义災■感電の原西となり 
ます。 


使用やは本体を持ち運ばないでください。 

•な恩なのでやけどの原因になります。 

Q 

交流 lOOVUi 外の電源は使巧しないでくだ 
さい。 

•感を，化災の原涵となります。 

0 

揚げ物料理はしないでください。 

馨火災の原西になりまず。 

0 

差込ブラグにほこりゃゴミをが磨させたまま使巧しないでください。 

•乂巧の原国じなります。 

J 


/ 

取扱いはていねいにお願いしまず。 

ふきこぼれが自勧温度調節器にかからないようにし 

お 

願 

い 

•巧としたり、強い街 g を加えたりするとな 

てください。 

巧の原因になりまず。 

•焉，やショ—卜を居こしあ g や巧おの頂因になります。 

水のかかるところや火気の近くで使用しないでくだ 

料理の残りを入れたまま放置しないでください。 

さい。 

•フッ巧樹脂加工面をなめる煩因となります。 

、 

参ショートや盛を、巧巧の原西になります。 

J 

































2. 各部のなまえ 


<使用時〉 

平面プレート 


本体ガード 


温度コント□-ラー 
パイ□ツトランプ 
温度調節ダイヤル 





固定フック 


油受け皿 

電源コード 
差这プラグ 


<収納時> 

取っ手 一 


差し込み □ 


3.仕 様 































4. ご使用方法 



2.敬つ手を中に入れます。 


3. ガードの部分を持って 
プレートを開きます。 


4. がたつきや傾きがないか 
確認してください。 



A ' ま意 


プレートを謂く廣、指を挟ま平らでををした場所で 
ないよラにご注意ください。ご使话ください。 


©油受け皿をセットします。 


' Zbi ミち意 

じゆうたんやカーペット 
などの上で使巧しないで 
ください。 

し 

油受け皿がセットされて 
いることを必ず確蒙し 
てください。 

J 




包温度コント□-ラーを本体に差し込んでから、差込プラグをコン 
セントに差し込みます© 广 ^一^一 


1,温度コント□—ラーをしっかりと 
本体差し込み□に差し込みます。 


堀度 コント□—ラーがし つかり 
と本がに差し么まれていること 
を確認してからごが用ください。 


2* 温度調節ダイヤルが「切」にをわせてあるのを確認した上で、 
送込プラグをしっかりとコンセントに差し这んでください。 



























4. ご使用方法 


〇温度調節ダイヤルをお好みの温度に設定し、パイロットランプが 
消えたら料理をはじめます。 

■プレートの温度が指定した温 jg に達したら、パイ□ットランプが消えてお知らせしまず。 

■使用や、パイ□ットランプがついたり消えたりして適温に巧ちます。 


A 注意 


巧巧中は本体を持ち運ばないでください。やけどの慮因になります。 

調理やはそばを離れないでください。 

テープルク□スの上で使用しないで下さい。义災や敷物の巧«の原因になります。 

使苗中、本巧はち适になっていますので、取扱いには十分ごまましてください。 

また、本体の近くに熱に弱い宫器賴などを壓かないようにしてください。 _ 

空巧きは絶対にしないでください。 _ 

揚け物料理には使巧しないでください。 

油受け皿は油が一巧までたまるとあふ枯テーブルを巧しますので、梗用中もときどき迪 
受け皿を確誘し、一巧になる前に早めに捨てでください。 


使用中や使巧直後は、プレートや取っ手、本体等が嵩温になっていまずので、絶姊こさわ 
らないでください。 


■調理温度の目を 

f 主|~但;白 


表示 

ぉ慮 

弱 

中 

強 ^ 

温度の目を 

如で 

1がで 

200で 

230で 

し料理俩 

おきものの保温 

野菜巧-園玉巧き 

魚 パター おき 

焼肉1 ステーキ 1お好みおき-おそば1巧飯> 


X 況理の胤こは、上記の溫巧を目巧として温度調節ダイヤルを合わせてください。 


©使用後は差込プラグをコンセントから巧きます。 

■濕度コント己ーラーの温度調節ダイヤルを「切 J に合わせてから、差込プラグ部を持ってコンセントから 
巧いてください。 

■温度コントローラーを本体から抜きます。 


A 

ま 

意 

V 

差込プラグをコンセントから抜く 
ときは、電源コードを持たすにお 
ず差込プラグ部分をもって巧いて 
ください。 

プレートに料理の残り物をいつま 
でも入れたままにするとプレート 
表面が语むをれがあります。 

使用中や使馬直後は、プレートや取つ 
手、本体等が离遍になっていまずので、 
掩巧にきわらないでください。 

J 




©使用後のあとかたづけ。 

® 十分にプレート表画の温度が下がっていることを 
確認し、調理おのカスや油をしっかり片がけまず。 
③巧受け皿をはすして洗いまず。 

C 心 目ぺージ参腐） 

⑤プレートを巧りたたんでから固定フックを□ック 
し、水洗いしてください。 


n ック 




A ;ま意 


本巧を水洗いをずる瞭は、面をフックをおす □ ックしてください: 
•指を巧む巧れがあります。 


V 


ノ 










































5. お手入れの仕方 製品を長もちさせるコ、ンです。 


■お手入れするときは 



A 注意 


食器巧洗謝、やわらかい布、スポンジを使ってく 
ださい。金属製のたわし、ナイ□ン梨のたねし、 
磨き粉、シンナー、ベンジンなどは本体の表面 
を语つける掃面になります。 


A 警告 


差込プラグをコンセントからめき、本体 
がぶえてからお手入れを巧ってください。 
•感電、シヨート、やけどの原®となります。 


参本体ガード.プレート面 

® 十分にプレート表面の温度が下がったこと 
を確認してから、おりたたみ、固定フック 
をロックしたが態で、取っ手を持って洗い 
場へ移載し、水洗いしてください。料理の 
くずや油を残したままにしておきますと、 
料選がこげつきやずくなりまずので、每回 
ご使用後にはお手入れをしてください。 

③水洗いをしてから、自然乾燥または乾いた 
柔らかい巧で水分を完全に拭き取ってくだ 
さい。 

⑤プレート面に食用油を薄くひいて保存して 
ください。 



A を意 


水洗いの総は、必ず巧りたたんで、 
固定フックを□ックした状態で兩 
面洗ってください。 


参油受け皿 

水洗いしてください。 


参温度コント□-ラー、電源コード 

乾いた柔らかい布で巧れをふき取ります。 



A ま意 ] 


A ま意 

水ないした後、油受け皿は必ずふきん等で 


水をかけたり、水につけたりしない 

水分を巧き取ってください。 


でください。 

•サビの原因になります。 

J 


•巧階の原因じなります。 

し J 











































6 .修理を依頼される前に 


•ご使巧中、異常が生じたときには、この表を見ながらチ I ックしてください。 


こんなとき 

お調べいただくこと 

なおしかた 

パイ□ットランプが 
つかない。 

差込プラグをコンセントに差し込ん 
でいますか？ 

差込プラグをコンセントに葉しをん 
でください。 

温度調節ダイヤルが「切 J になって 
いませんか夕 

温度調節ダイヤルを適漏に合わせる。 

パイロットランプはつ 
くが温度が上がらない。 

温度コント D —ラーは费までしっかり 
と差し这まれていますか？ 

しっかりと差し込んでください。 

パイロットランプがつ 
いたり消之たりずる。 

温度を保っていまず。 

そのままお使いください。 

使用中に「カチッ J と 
キシミ音がする。 

加熱部分の熱膨張によるもので、 
故障ではありません。 

そのままお使いください。 


\ _ / 


7. アフターサービス について 

t 保証書は必ず r お買い上げ年月日」と「販売店名 J 等所定事項の記入及び記載巧容をご確誌のうえ、お 
買い上げの販売巧からお受け歌りください。 fg 載内容をよくお読みになり大切に保管してください。 

え保証期間は、お買い上げ曰から1年間でず。保証期間中に修理を俄賴されるときは、お買い上げの販売 
巧まで保証畫を添えて商品をご持参ください。保迸害の内容に従って修理いたします。 

东保証期間経過後の修理についても、お買い上げの販売卸こご相談くださし、修理によって、销能が維持 
できる場合は、お客様のご要望により有料修理いたしまず。 

斗この製品 I の補修巧性能部品の保有期閒は製造巧切後 5 年でず。補修巧性能部品とは、その製品の機能を 
維持するために必要な部韶でず。 

5* 製品に翼常がある境をには、お客様ご自身で修理されたり、手を加えたりすることは危検です。絶巧に 
しないでください。 

6 , アフターサービスについてご不明な点は、お買い上げの販売店にお問い合わせください。 


燦巧日本電器株式会社〒11 0-0016 東京都台東区台東1 T 目24番1号 

お客様ま用ダイヤル 03-3837-1 235 

をが時間：月〜金曜曰9時〜12時/13時〜16時（±、曰踏、巧曰はお休み） 


htto :// www . tsaiinkuen.jp 















